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有機半導体単結晶の新しい成長方法を報告する。ナフタレンなどの固体芳香族化合物と有機半導体を

特殊な形状をした容器に真空封入し昇温することにより高濃度溶液を作り、温度差をつけることにより

溶媒を蒸発させ濃縮する。降温も合わせ行うことにより、有機半導体の結晶成長が起こる。固体の融剤

（フラックス）の蒸発が鍵となるため、フラックス蒸発法と呼んでいる。有機半導体と類似構造を持つ

溶媒のため溶解度が高いこと、通常の有機溶媒に比べて高温での蒸気圧が低いことなどが固体芳香族化

合物を使う利点であると考えている。 

この方法で、銅フタロシアニンやペンタセンなど難溶性の有機半導体の cmサイズの単結晶を得るこ

とができる（図１）。この方法を用いて、これまで結晶構造が知られていなかった分子の構造解析（図

２）や単結晶の力学的性質の評価（図３）など、従来行えなかった実験を行っている。また、閉鎖系で

の結晶成長のためドーピングを容易に行える可能性や、封管中での化学反応による新物質合成の可能性

（図４）も追求している。 

 

 

 

 

図 1.ペンタセン結晶 
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図 2.結晶構造の解析例 

図 3.銅フタロシアニンの曲げ試験 

ヤング率 1.2GPa 

図 4.ペンタセンダイマーと溶媒の共結晶 
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